
日
本
に
よ
る
侵
略
戦
争
と
植
民

地
支
配
の
終
結
か
ら
76
回
目
を
迎

え
た
終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、

尾
村
利
成
県
議
、
岩
田
剛
党
東
部

地
区
委
員
長
、
田
中
は
じ
め
・
舟

木
け
ん
じ
・
た
ち
ば
な
ふ
み
の
各

市
議
が
松
江
イ
オ
ン
前
で
街
頭
宣

伝
に
立
ち
、
各
自
の
決
意
を
訴
え

ま
し
た
。

田
中
市
議
は
「
自
分
の
身
内
の

戦
死
者
二
人
は
太
平
洋
と
南
方
で

な
く
な
っ
た
。
軍
隊
は
国
民
を
守

ら
な
い
。
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返

さ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
舟
木
市

議
は
「
戦
争
、
人
権
侵
害
、
独
裁

と
い
う
国
家
の
過
ち
を
繰
り
返
さ

せ
な
い
の
が
憲
法
。
平
和
的
解
決

を
め
ざ
す
政
府
を
」
と
、
た
ち
ば

な
市
議
は
、
祖
父
母
の
戦
争
体
験

を
語
り
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は

平
和
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
目
指
し
て
が

ん
ば
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
、
冒
頭
、
豪
雨
災

害
の
被
災
者
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
、
一
日
も
早
い
生
活
再
建
に

力
を
尽
く
す
と
表
明
。
そ
し
て
、

「
日
本
共
産
党
は
党
を
つ
く
っ
て

99
年
。
侵
略
戦
争
に
命
が
け
で
反

対
を
貫
い
て
き
た
党
と
し
て
、
憲

法
９
条
を
守
り
生
か
し
、
平
和
な

日
本
を
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
す
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
し
、

「
総
選
挙
で
政
権
交
代
を
実
現
し
、

命
を
守
る
政
治
を
み
ん
な
で
実
現

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

城
西
支
部
の
メ
ン
バ
ー
が
プ
ラ
ス

タ
ー
を
掲
げ
て
平
和
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
実
行
委

員
会
の
呼
び
か
け
で
、
８
月
２
日

か
ら
９
日
ま
で
世
界
各
地
で
行
わ

れ
る
核
兵
器
廃
絶
を
目
標
と
す
る

「
平
和
の
波
」
行
動
が
松
江
市
内

で
も
多
彩
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

２
日
、
松
江
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、
新
日
本
婦
人
の
会
松

江
支
部
主
催
で
「
子
ど
も
も
大
人

も
い
っ
し
ょ
に
平
和
を
考
え
よ
う
」

と
朗
読
劇
「
さ
あ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ

シ
マ
」
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朗
読
劇
は
、
島
根
県
原
水
協
代

表
理
事
西
尾
幸
子
さ
ん
（
89
）
が
、

広
島
の
原
爆
で
当
時
12
、
13
歳
だ
っ

た
同
級
生
２
２
３
人
を
亡
く
し
た

経
験
を
基
に
し
た
も
の
で
す
。

新
婦
人
朗
読
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン

バ
ー
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
５
年
生
や

指
導
員
、
中
学
生
の
計
11
人
が
出

演
、
児
童
約
１
０
０
人
と
、
大
人

50
人
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
西
尾
さ
ん
本
人
が

戦
時
中
の
防
空
頭
巾
、
も
ん
ぺ
姿

で
当
時
を
語
り
「
戦
争
は
ダ
メ
、

核
兵
器
は
い
ら
な
い
と
言
え
る
人

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

６
日
は
、
県
庁
前
に
23
人
が
集

い
、
８
時
15
分
に
黙
と
う
。
「
な

く
そ
う
核
兵
器
」
「
日
本
政
府
は

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を
」
な

ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
断
幕
を
掲

げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

今
年
の
原
水
禁
世
界
大
会
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
ヒ
ロ
シ

マ
デ
ー
集
会
、
ナ
ガ
サ
キ
デ
ー
集

会
の
視
聴
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
市
内
各
地
の
寺
院
で
は
、

原
爆
の
落
と
さ
れ
た
時
間
に
あ
わ

せ
「
平
和
の
鐘
」
を
鳴
ら
す
行
動

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

７
月
17
日
、
松
江
革
新
懇
総
会

が
県
民
会
館
で
開
か
れ
、
三
宅
孝

之
島
根
大
学
名
誉
教
授
が
「
島
根

に
お
け
る
市
民
と
野
党
の
共
同
の

課
題
～
市
民
連
合
の
結
成
の
条
件

～
」
と
題
し
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
三
宅
氏
は
、
「
な
ぜ
市
民

連
合
が
必
要
か
」
と
問
題
提
起
し
、

「
支
配
勢
力
が
少
数
の
得
票
で
多

数
の
議
席
を
獲
得
で
き
る
小
選
挙

区
制
を
導
入
し
た
こ
と
が
、
今
、

逆
に
市
民
と
野
党
の
共
同
で
小
選

挙
区
で
の
逆
転
勝
利
の
条
件
を
生

ん
で
い
る
」
と
解
明
し
、
こ
の
秋

の
総
選
挙
が
「
救
国
」
の
政
治
回

復
の
機
会
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
宅
氏
は
、
「
安
保
法

制
に
反
対
し
て
生
ま
れ
た
市
民
連

合
が
、
各
地
で
立
憲
主
義
の
回
復
、

個
人
の
尊
厳
を
擁
護
す
る
政
治
の

実
現
と
運
動
の
す
そ
野
を
広
げ
て

い
る
経
験
に
学
び
、
島
根
で
も
こ

れ
ま
で
の
改
憲
反
対
、
安
保
関
連

法
廃
止
の
運
動
を
市
民
連
合
に
発

展
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
松
江
市
革
新
懇
の

第
９
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
活
動

経
過
と
今
後
の
予
定
、
世
話
人
の

提
案
が
行
わ
れ
て
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
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７６回目の終戦記念日

平和を願う市民と野党の共同で

憲法まもる政治の実現を

宣伝する（右から）田中、尾村、橘、舟木。岩田の各氏

尾
村
利
成
県
議
と
市
議

団
は
３
日
、
豪
雨
水
害
に

よ
り
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
た
松
江
市
へ
の
党
中

央
委
員
会
か
ら
の
義
援
金
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。

上
定
昭
仁
市
長
は
、
土
砂
崩
れ

に
よ
る
通
行
止
め
で
住
民
が
迂
回

路
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
不
便
な

交
通
状
況
を
説
明
。
「
県
道
や
市

道
、
林
道
の
被
害
が
大
き
い
。
県

と
と
も
に
一
刻
も
早
い
復
旧
に
尽

力
し
た
い
」
と
語
り
、
義
援
金
へ

の
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
「
松
江
市
の
土
砂

災
害
要
対
策
箇
所
の
整
備
率
は
１

７
％
。
県
管
理
河
川
の
整
備
率
は

２
割
程
度
。
安
全
・
安
心
の
松
江

を
つ
く
る
た
め
に
も
、
国
や
県
へ

要
望
を
届
け
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

講演する西尾幸子さん

朗
読
劇
や
平
和
の
鐘

多
彩
に
「
平
和
の
波
」
行
動

島
根
で
も
市
民
連
合
の
結
成
を

～
松
江
革
新
懇
総
会
開
く

県庁前でスタンディングアピール

松江市に豪雨災害の義援金届ける

講演する三宅孝之教授


